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の指定による 「新型インフルエンザ連絡票」に基   結 果
づき、氏名 ・所属学科の他に、所属サークル ,発   1.発症者数の経時的推移
症日・受診医療機関名 ・診断名 ・医療機関からの   医 薬系キャンパスにおける最初の報告は、8月
指示内容 ・症状 ・訪問地 ・接触歴 ・最終登校日、   15日発症の学生であり、サークル活動において流
等であった。                   行地へ遠征に行ったことによる感染と推測された。   |
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:              翻 学級閉鎖学校数










































































































































症危機 に対応す るためには、 アメ リカの
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